
～研究所での１年～

信濃教育会教育研究所での研修

▲１年次研修

４月

５月～６月

７月

・入所式

長野県教育委員会，長野県市町村教育委員会連絡協議会，長野県小中特校長会他，来賓をお迎えしての入所式。

入所式が終わると研修がスタートします。

・自身の研修計画を立て、紀要を通して過去の研究を学ぶ

１年間の研修計画を立てます。また、前年度までの研修員の研究紀要等を読み，研究所での研修について理解

します。

・研究所での研修

個 人 研 修・・・授業記録をもとに自己の実践を振り返る（レポート作成）

テーマ研究会・・・振り返りと学び合いを通してレポート検討を行う

所長・特任所員講義・・・所長・特任所員の講義や著書をもとに研修を深める

ミニテーマ研・・・研修員同士でレポートや各自の課題について話し合う

遂行研修、公開研究会、大学セミナーなどの参加

・授業参観

１年次研修を経た２年次生の実践に学びます。子どもの様子

を実際に参観し、その子が何を思い，何を学ぼうとしているか

を省察します。

・淀川遠足

年８回の「読み合わせ」の時間で，『信州総合学習の源流』を

読み進め，淀川学級の実践を学びます。淀川先生と研究学級

の子どもたちが歩いた足跡をたどりながら「途上」や「郊外」

に示された子どもの学びを考えます。

・教育研究所 研究発表会

県内４地区で，研究所の研究発表会が開催されます。

（現在は、新型コロナ感染症感染拡大防止の為、２地区開

催。）１年次生、２年次生はスタッフとして研究発表会の運営

を支えるとともに発表者の発表から研究の進め方を学び

ます。

・「土曜公開講座」の運営/参加

一般参加者を募り、所長・特任所員による講話、参加者による事例報告や日頃の悩み

などを語り合います。（６～１２月）



８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

・信濃教育会基礎講座/臨地講習への参加

信濃教育会が主催する基礎講座等に自主的に参加できます。基礎講座「発達障がいのある子どもの理解と支

援」，臨地講習「信濃の国探訪」等に参加しました。他にも，自主的に参加できる講座が多数あり，貴重な研修の場で

大変参加しやすい環境です。

・論文検討

これまでの研修を振り返り，10 月の中間報告会に向けて，自分の成果と課題をまとめた論文を作成し始めます。

・研友会総会 運営/参加

研友会による年一回の総会があります。

総会の事前準備，当日運営のお手伝いをします。

・１年次中間報告会

長野県教育委員会の皆様，研究所運営委員の皆様を招き，

これまでの研修を通して見えてきた自分の成果と課題を報

告します。

・半年間の研修をふまえた「実習」

実習校や実習施設に赴き，参観や授業を行い，それぞれの課題を掘り下げていきます。

・全県研究大会参加

信濃教育会が県内４地区で行っている信教全県研究大会に参加し，研修を深めます。

・実習の省察/２年次中間報告会の参加

実習を省察し，レポートを作成したり、２年次生の中間報告会に参加して学びます。

・１年次最終論文検討

実習後の省察を加え，研究の成果や課題をまとめ，最終論文を作成し，検討を開始します。



２月

３月

▲2年次研修

２年次生は，各学校で勤務し，月一回のテーマ研究会でお互いの実践を持ち寄り，学び合います。２年次テーマ研究

会には１年次研修生も参加します。

▲3年次研修

３年次生は７月に，研究発表会でこれまでの研修について研究発表をします。

▲その他

・ミニテーマ研（アクティブ）で子どもの達の興味関心を惹きつけられる体験を行う（火熾し・染め物・麺づくり他）

・教職大学院報告会参加

信州大学教職大学院実践研究報告会に参加し，研修を深めます。

・１年次最終報告会

中間報告と１１月の実習を合わせ，１年間の研究のまとめとして研究

論文を作成します。長野県教育委員会・在籍校校長先生にも参加して

いただき，最終報告を行います。

・修了式

２年次の３月に２年次生の学校を訪れ、

修了証書を授与します。


